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新しい血液ガスシステムABL625の使用経験

岡山大学医学部附属病院集中治療部

溝i*リ知司 時間宏明

血液ガス分析装置の開発で定評のあるラジ

オメーター杜からABLシリーズの最新規格

としてABL625が開発され、今回使用する機

会を得たので報告したい。

ABL625はABL620の機能に加え血糖測定も

可能にした機種である。血糖測定も可能に

したことで、測定できる項目は、血液ガス、

Na、K、C1、Caの電解質、 6種の波長を用い

たオキシメトリーによる出b、02Hb、S02、

COHb、MetHb、RHbの測定、さらに血糖と

なった。また、今までどうり、これらの一

次情報に加え、 P50等の演算や、混合静脈血

等のデータを入力することによ り生体の酸

素需要供給バランスのパラメーターの計算

が短時間で可能である。

当大学ICUでは日常業務としてICU内の一

区画に約20平方メートルの検査室を有し、

1CU入室患者の検査が可能な体制をとってい

る。ここで可能な検査は、全血血球検査、

血液ガス分析、電解質等の前処理の必要の

ない検査から、血清ピリルピン、総蛋白な

どの生化学検査、パンコマイシン、ゲンタ

シン、ジギタリス等の薬物血中濃度測定、

さらに、動脈血中ケトン体比、カンジテッ

クなどと多種に及ぶ。このなかで、施行回

数が最も多い検査が、血液ガス、電解質、

全血血算、血糖の測定である。これまで、

血液ガスにはABLAあるいはABL520、Na、K

測定にKNAl、イオン化Caの測定にICAl、

さらに、血糖測定にはスティックタイプの

血糖測定器と、 4種類の機器を用いていた。

このため、採血量は、総量550μIほど必要と

した。ABL625では血糖検査が、血液ガス、

電解質の測定と同時に施行できるため、必、

要血液量は210μ1でよい。臨床では血液不足

による検査不能を避けるため、やや多めに

探血するとしても検体量は半分以下である。

必要な検査が少ない検体量で正確に施行で

きることは、特に我々のICUのように、新生

児から高齢者までを管理する施設では最大

の朗報である。さらに、血糖値のみの測定

もワンタッチ操作で可能であり、この場合

わず、か35111の検体量で正確な測定ができる。

次に嬉しいのは、 2回の注入でこれまでの4

種の検査をこなしてくれることである。臨

床医にとっては、毎日何度も繰り返す手聞

は、 少なければ少ないほど良いに決ま って

いる。

ABL625の血糖測定の特徴は、低浸透性の

外膜を使っているため全血使用時でもへマ

トクリットの影響を受けないこと、さらに、

酢酸セルロース膜を使用し、アセトアミノ

フェン、アスコルビン酸、エタノ ールやピ

リルピン、クレアチニン、乳酸などにも影

響を受けないことが確認されている。

これらの検査以外にもABL625は尿中Na，

K、Clの測定も随時可能となっている。

測定時間は血液ガス、電解質を含めl分以

内で行える。メインテナンスも既存のABL

シリーズと同様に簡単で通常は試薬液と排

液ボトルの確認で充分とされ、月毎の電極

メンプラン交換も数分で簡便に施行できる。

これまで既に血糖、電解質も同時測定可

能な血液ガス分析装置はあるが、繰り返し

使用したときの正確性、メインテナンスの

容易さなど、より改良されたABL625は優れ

た血液ガスシステムである O
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は血液ガス分析のスタンタードです
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40年の信頼と実績

.fOX忠者の診断を適切に行い，治僚m~1 を \1. て

るうえでまず必要なことは， {.1'中11できる検n*.'i
果を子に入れることです。 pH/血液力、ス分析は

重症患者の酸塩基平衡や呼吸機能，すなわち駿

素化状態を診断するうえで最優先の検伐のひと

つであり，その測定値の正確さが，患者の治療の

方針を決定するうえで，大きな影響を及ぼしま

す。

1950年代のヨーロッパを中心に猛威を振る った

ポリオの患者さんの呼吸管理の研究に端を発す

る酸境基平衡の理論の研究は，デンマーク ・コ

ペンハーゲン大学のポ ール ・アストラップ博士

により確立され，その後同大学シガ ー ド・アン

ダーセン教授に引き継がれ今日に至っています。

ラジオメータ一社は 40年間にわたる臨床の場と

の密接なコミュニケーションにより，常に時代

の先端となる新しい分析装置を世に送り出して

まいりました。ラジオメ ーター相.の ABLシリー

ズは発売以来20年以上にわたり，臨床の場にお

いて，患者の治療にあたられる先守:方に常にこ

の信頼性をお届けしてまいりました。

血液ガス・オキシメトリー・電解質

さら|こグルコースの同時測定

-ABLシステム600シリーズー

ラジオメーターネ土の ABLシステム 600シリー

ズ ・グルコースは基本的な pH/血液ガス分析

に加え，酸素化状態を評価するオキシメトリ ー

(tHb， 502， 02Hb， RHb， COHb， MetHb)，電

解質(K， Na， Clおよびイオン化 Ca)およびグ

ルコースの測定を行し、ます。

新開発のバイオセンサーにより，全血か ら正確

なグルコース測定が 11}能になりました。この新

しいシステムでは較止によるダウ ンタイムも少

なく， 1(1[11
'
に{({Iーする薬物の影響のない信頼で

きるデータがいつでも得られます。

新開発のバイオ・グルコースセンサー

ラジオメータ一社の血液ガス分析装置については，
各営業所にお問L、合わせください。

ABLT"は，ラジオメーター ・メディカノレ4土(デンマーク)の
商標です。
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